
〇深刻化する 空き 家問題に対応する ため、 老朽化し た家屋の解体を進め、 跡地を地域で活用する 取
り 組みが新潟市内で出てき ま し た。 中央区では自治会が市の補助事業を使い、 古い長 屋のあった
場所を市民農園に変えま し た。 当協会は、 空き 家を少し でも 減ら すために、 空き 家の寄附を受け
付け、 解体を促進する 事業を試みる こ と にいたし ま し た。
(平成28年2月9日 新潟日報に掲載) 裏面参照

〇当協会が、 新潟日報にて空き 家寄附を募集し たと こ ろ、 今年4月に記念すべき 第1回目のご寄附
をいただき ま し た。 新潟市中央区日の出町の物件で、 建物と 土地です。
建物につき ま し ては、 ま だ住める 状態で、 取り 壊すのにはも ったいないのでど のよ う に活用する
か要検討と いう こ と になり ま し た。

〇当協会は、 一般社団法人空き 家相談士協会と 協定し 、 ご寄附いただいた日の出町の建物（ 空き 家
対策研究施設） を東日本大震災被災者復興住居と し て提供する こ と を決定し ま し た。
今日の社会問題と なっている 空き 家の活用と 災害復興支援を結びつける 活動が開始と なり ま す。
(平成28年8月20日 記者会見、 8月26日 新潟日報に掲載) 裏面参照

〇当協会は、 ご寄附いただいた日の出町の土地（ 空き 家対策研究用地） を災害時のセーフティ 空間
と し て地域の方々に提供する 協定を日の出町内会と 交渉中です。 通常は地域緑地(地域菜園)と し
て民間管理する 事と なり ま し た。 今後も 倒壊の恐れのある 危険空き 家の寄附を受け、 解体し た後
の跡地活用と し て実証研究を行いま す。
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都市環境協会は、 市民に対し て都市環境の保全・ 改善に関する
事業を行い、 公益の増進に寄与する こ と を目的と し ていま す。
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事務局(美濃)

当協会は平成12年1月26日に設立し 、 今年で16周年を 迎えま し た。
昨年には臨時総会にて大幅な役員改選があり 、 『 空き 家対策事業』
と いう 新し いジャ ンルに踏み込みま し た。 それに伴い、 今年度には
主たる 事務所の移転、 定款の変更、 ホーム ページの開設など も あり
ま し た。 こ の大き な変革を 節目と いたし ま し て、 当協会の益々の社
会貢献を 祈願する 思いも 込めま し て、 機関紙『 環(わ)』 を 創刊する
こ と と なり ま し た。 今後こ の機関紙にて、 会員の皆様に当協会の活
動状況を 随時お知ら せし ていき たいと 思っ ており ま す、 ど う かご愛
読のほど 宜し く お願い申し 上げま す。

空き 家対策事業の動き

空き 家寄附募集中

都市環境協会では空き 家の寄附を 受け、 解体する モデル事業を 実施し ており ま す。
解体後の跡地は地域での活用や、 次の解体事業のへの原資と さ せていただき ま す。
詳し く は、 下記 事務局ま でお問合せ下さ い。

モデル事業の目的
近年、 空き 家は増大し ていま す。 経年劣化によ り 、 都市環境に重大な影響をおこ し ていき ま す。
所有者の中には「 社会に貢献する のであれば早めに寄附をし たい。 」 と お考えの方も いら っし ゃ
いま す。 当協会がその橋渡し 役と し て解体を実施し 、 跡地を地域の方々に活用し ていただく 事が
でき れば、 新潟は素晴ら し い都市に変わっていく と 思いま す。 理事長 鈴木英介

空き 家対策事業と は

お知り 合いでご検討中の方を
是非ご紹介し て下さ い。

お困り ではあり ま せんか？ 建物解体費、 固定資産税など 今後の維持費はこ ちら で
お引き 受けいたし ま す。
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最前列 左 当協会 鈴木理事長
最前列 右 空き 家相談士協会 河端支部長


